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「平成 28年３月期決算短信」の発表の延期に関するお知らせ 

 

 当社は、「平成 28年３月期決算短信」について、当初５月 10日発表を予定しておりましたが、下記 

の事情により延期することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

(1) 通常の損益に関する決算作業は正常に進捗しております。 

(2) しかしながら、今般以下の事情により、当社の総合ケアセンター事業の 61拠点のリース取引に係る 

  会計処理の変更に伴い、その処理に膨大な作業が発生しております。 

 ① 当社は、平成 25年６月から、高齢者住まい法にもとづくサービス付き高齢者向け住宅と同住宅に

併設する介護保険法にもとづく通所介護サービスを中心とする在宅介護サービスを運営する  

総合ケアセンター事業を推進してまいりました。 

 ② 当社はこれまで、当該センター事業の拠点となる物件の長期リース契約はオペレーティング・リ

ースと認識して、本事業開始当初よりオフ・バランスで処理してきました。また、この会計処理

方針により、平成 26 年３月期、平成 27 年３月期決算及び平成 28 年３月期第３四半期決算に至

るまで、すべて適正との監査証明を監査法人から得てまいりました。 

 ③ しかるに今般、現監査法人から当社の現時点の収益・財務状況の変化を理由として、平成 28年３

月期の期末決算において、当該リース契約をファイナンス・リースと認識して、オン・バランス

化とそれに伴う減損の要否を算定して計上するよう、急遽求められました。 

 ④ このため、通常決算作業と併行して、当社センター事業の 61箇所の各拠点についての検証と貸借

対照表への計上の要否及び減損の要否の検証作業を行っており、完了までに相当の時日を要する

見通しであります。同時に、減損処理を原因とした特別損失の増大により、平成 28年２月 15日 

   に公表しました平成 28年３月期業績予想の当期純利益は、予想対比大幅な減少が見込まれます 

   が、その金額が判明次第お知らせいたします。 

(3) 同決算短信の開示日は、現時点では未定でありますが、６月初旬の開示を目標として、全力を注入 

する所存であります。 

(4) なお、金融商品取引法第 24条第１項にもとづく当社第 14期「有価証券報告書」については、法定

期限（平成 28年 6月末）に提出できる見込みであります。 

 

 株主の皆様はじめ関係者の皆様には、多大のご心配とご迷惑をおかけいたしますことを深くお詫び申 

し上げます。 

以 上 
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